




























































































































































































































































































































































































































































































看護学科 78．8％ 21．2％ 0．0％
理学療法学科 54．9％ 45．1％ 0．0％
作業療法学科 765％ 235％ 0．0％
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紹介が、それに続いていた。
　参加した内容の参考度については、すべての内容に
ついてどの学科も「かなり参考になった」「参考にな
った」を合わせると95％以上で、参加者は体験を通
して理解し、満足できていた様子が伺われた。
　保健医療学部では例年各学科とも、自由体験コーナ
ーへの評価が高い。2009年度第一回（8，月5日）の
アンケート結果を表2に示す。いずれも「かなり参
考になった」と「参考になった」を併せると100％が
参考になったと答えている。
　自由回答のところでは、体験学習では、人数が多く
て待つ時間がかかったがどの学科にもみられた。しか
し体験を通して学科でどのようなことをするのか理解
でき良かったが多くあった。
4－3．考察
　保健医療学部では2008年度におけるオープンキャ
ンパスは7月19日と8月6日に実施された。この際、
参加人数が7月は少なめで、8，月に集中したが、2009
年度は二回とも8月になってからの行事となり、そ
れぞれ同数の参加があった。夏休みなど、受験希望者
たちの予定とうまくかみあったものと考えられる。
　また今年度から参加者が行きたい所を探していける
ようにし、保健医療学部棟で行ったことで、自分がみ
たい学科だけでなく他の学科にも参加できていた。体
験コーナーを中心に、参加者が体験を通して各学科を
理解できていたことは、知識だけでの理解以上にこの
学校の印象を強め、早い時期から目標を定めた行動が
取れることとなったのではないかと思われる。参加者
は高校2学年が約半数を占めており、オープンキャ
ンパスは大学受験の参考になることが推測される事か
ら大学の準備についても、高校2学年が理解できる
ような内容が重要であり、現在実施している内容につ
いても検討することが必要と考える。
　オープンキャンパスについては、大学の普段の状態
を理解してもらうことが大切なことであり、期間を決
め説明会を行うことと同時に、常に誰が見に来ても良
いような期間を設けることも検討する必要があると考
える。
5総 括
　高校卒業生数は、平成4年にいわゆる「第二次ベ
ビーブーム世代」としてピークを迎え、その後減少を
続けている。このような中、文部科学省の調査による
と平成20年度は前年と比べて、大学への入学者が約
1％（6千人）減少したことが報告された2＞。本学に
おいても優秀な学生を確保するために、これまで以上
の努力が必要とされていることは論を待たない。
札幌医科大学オープンキャンパスの現状と展開
　近年の受験生の傾向として、景気悪化の影響もあり、
地元志向が強まっていることが指摘されている2’4）。
地元志向の上昇には賛否両論があろうが、地域医療へ
の貢献を大きな柱とする本学にとり、地元に根付く可
能性が高い学生を確保することにつながるとも考えら
れる。
　いずれにしても、地元（北海道内）からの受験生に
とって、オープンキャンパスは実際の大学にふれる大
きな機会である。本校においても、両学部とも参加者
の90％以上が北海道内の高校からである。
　本学新入生に対して入学時に行ったアンケートによ
ると、医学部では例年40％以上新入生が本学のオー
プンキャンパスに参加していると答えている。また
2010年度に初めて行われた保健医療学部推薦入試に
おいて、受験生に対して行ったアンケートにおいて「志
望校を決定するにあたり、何が一番参考になりました
か」の問いに対して、オープンキャンパスと答えた受
験生が最：も多かった（図3）。もちろん他の広報活動
の重要性が低いとは考えられないが、受験生、あるい
は将来医療の道に進むことを希望する高校生が、直に
本学の施設を訪れ、空気に触れることは、彼らのモチ
ベーションを上昇させる最終的な原動力になっている
のであろう。全国的にも、高校の受験生に対する動機
付け強化行事としてもオープンキャンパスが上位にラ
ンクされている3）。
　内容に関してはいずれの学部においても、．模擬講義
と、在校生の「なまの声」に対する評価が高い。医学
部では心後臨床研修の紹介に対する評価も高くなって
いる。年齢的にも近い在校生の意見が、受験希望者達
の興味あるポイントとマッチしていることがうかがわ
れる。自由記載でも、在校生の話が聞けたことに対し
て、良い反応を得ている。
　今後、受験生の参加を促すには、開催時期の工夫や
プログラムの吟味などが不可欠であるが、情報がイン
ターネットによるものが多くなっている現状で、本大
学もオープンキャンパスの情報を今までのように6月
頃に更新するのではなく、新学期が開始すると同時に
更新することが、より適切な情報提供につながると考
える。
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図3：2010年度保健医療学部推薦入試におけるアンケート調査（抜粋）
　　「志望校を決定するにあたり、何が一番参考になりましたか」に
　　対する回答
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